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「
四
八
ヵ
国
が
日
本
と
と
も
に
講
和
条
約
に
署
名
」、
一
九
五
一
年

九
月
九
日
付
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
紙
は
、
微
笑
を
浮

か
べ
る
吉
田
茂
内
閣
総
理
大
臣
と
デ
ィ
ー
ン
・
ア
チ
ソ
ン
米
国
務
長

官
が
握
手
す
る
写
真
と
と
も
に
、
日
本
全
権
団
首
席
全
権
の
吉
田
総

理
、
池
田
勇
人
蔵
相
以
下
計
六
名
の
全
権
委
員
に
よ
る
署
名
の
写
し

を
一
面
ト
ッ
プ
に
掲
載
し
、
連
合
国
と
日
本
と
の
間
の
戦
争
状
態
を

終
結
さ
せ
た
こ
の
歴
史
的
会
議
に
つ
い
て
大
き
く
報
じ
て
い
る
（
掲

載
写
真
参
照
）。

　

一
九
五
一
年
九
月
八
日
は
、
日
本
が
米
国
と
の
敵
対
関
係
を
終
焉

さ
せ
た
の
み
な
ら
ず
、
同
盟
関
係
を
構
築
す
る
第
一
歩
を
刻
ん
だ
日

で
も
あ
っ
た
。
吉
田
全
権
は
、講
和
条
約
署
名
後
、市
内
プ
レ
シ
デ
ィ

オ
陸
軍
基
地
内
サ
ー
ビ
ス
・
ク
ラ
ブ
（
現
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
・
ク

ラ
ブ
）に
お
い
て
日
米
安
全
保
障
条
約
に
署
名
し
て
い
る
。文
字
通
り
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、そ
の
後
の
日
米
関
係
の
出
発
点
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
当
地
が
日
米
関
係
史
の
舞
台
に
登
場
す
る
の
は
、
こ
れ

が
初
め
て
で
は
な
い
。
日
米
関
係
黎
明
期
の
一
八
六
〇
年
、
徳
川
幕

府
に
派
遣
さ
れ
た
万
延
元
年
遣
米
使
節
団
お
よ
び
咸
臨
丸
の
乗
員
が

最
初
に
米
国
本
土
の
土
を
踏
み
、
一
般
米
国
人
と
の
交
流
が
行
わ
れ

海風
陸風

戦
後
日
本
の

出
発
点
を
振
り
返
る

在
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
総
領
事

猪
俣
弘
司

い
の
ま
た　

ひ
ろ
し　

一
九
七
八
年
早
稲
田
大
学
卒
業
、
外
務
省
入
省
。
在

韓
国
大
使
館
公
使
、
国
際
法
局
審
議
官
、
南
部
ア
ジ

ア
部
長
な
ど
を
経
て
、
二
〇
一
〇
年
八
月
よ
り
現
職
。

サンフランシスコ講和条約
署名を報じる1951年 9月
9日付サンフランシスコ・
クロニクル紙（同紙提供）



89

た
の
は
こ
の
地
で
あ
っ
た
。
一
〇
年
後
の
七
〇
年
八
月
、
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ.
Ｃ.

の
公
使
館
設
置
に
先
立
つ
こ
と
一
ヵ
月
余
、
海
外
初
の
日

本
領
事
館
が
当
地
に
開
設
さ
れ
た
。
岩
倉
使
節
団
は
当
地
か
ら
米
国

横
断
の
途
に
着
い
た
。
一
九
〇
九
年
に
は
、
当
地
で
渋
沢
栄
一
率

い
る
渡
米
実
業
団
が
米
側
商
業
会
議
所
代
表
と
日
米
間
貿
易
の
増

進
拡
張
を
図
る
こ
と
を
決
議
し
、
民
間
外
交
の
舞
台
と
も
な
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
勃
発
と
と
も
に
閉
鎖
と
な
っ
た
領
事
館
は
、
終
戦
後

一
九
五
〇
年
に
在
外
事
務
所
と
し
て
再
開
し
た
。
講
和
会
議
の
全
権

団
受
け
入
れ
の
際
の
苦
労
は
想
像
に
難
く
な
く
、
地
元
日
系
社
会
か

ら
多
大
な
る
支
援
・
協
力
を
頂
い
た
よ
う
で
あ
る
。
講
和
条
約
が
発

効
し
た
五
二
年
に
は
、
総
領
事
館
と
し
て
復
活
し
、
今
日
に
至
る
。

　

ま
た
、
一
九
世
紀
後
半
来
多
く
の
同
胞
が
太
平
洋
を
渡
り
、
当
地

で
生
活
を
築
き
、
日
本
と
の
繋
が
り
を
長
き
に
わ
た
り
有
形
無
形
に

維
持
し
て
き
て
い
る
。日
本
人
墓
地
管
理
に
あ
た
る
加
州
慈
恵
会
は
、

本
年
設
立
一
一
〇
周
年
、
日
本
国
領
事
と
米
国
人
識
者
二
名
が
対
日

理
解
増
進
を
目
的
に
設
立
し
た
北
加
日
本
協
会
は
一
〇
六
周
年
、
日

系
人
一
世
が
子
女
の
日
本
語
教
育
の
た
め
設
立
し
た
非
宗
教
系
日
本

語
学
園
で
あ
る
金
門
学
園
は
一
〇
〇
周
年
、
北
加
日
本
商
工
会
議
所

は
六
〇
周
年
を
迎
え
る
。

　

本
年
九
月
八
日
、
当
館
は
、
国
際
社
会
に
復
帰
し
た
日
本
が
歩
ん

で
き
た
六
〇
年
を
包
ん
で
余
り
あ
る
歴
史
を
持
つ
当
地
の
日
系
社
会

お
よ
び
米
国
の
友
人
ら
と
と
も
に
、
日
米
安
全
保
障
条
約
署
名
の
場

所
と
な
っ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
・
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
記
念
式
典
を

開
催
、日
米
関
係
の
来
し
方
行
く
末
に
思
い
を
馳
せ
た
。
六
〇
年
前
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
の
際
、
当
地
で
記
念
茶
会
を
催
さ
れ

た
ご
縁
も
あ
り
、
千
玄
室
裏
千
家
大
宗
匠
が
は
る
ば
る
京
都
か
ら
駆

け
つ
け
、
平
和
を
祈
願
し
て
献
茶
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

こ
の
六
〇
年
間
、
日
米
両
国
は
、
最
も
信
頼
で
き
る
同
盟
関
係
を

構
築
し
て
き
た
。
こ
こ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
も
古
き
伝
統
を
継
承
す

る
一
方
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
中
心
に
新
し
い
分
野
の
産
業
で
の
日

米
協
力
が
進
み
、
日
本
と
の
関
係
は
確
実
に
深
化
し
て
い
る
。

　

六
〇
年
前
、
駐
日
政
治
顧
問
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ー
ボ
ル

ド
大
使
が
講
和
会
議
を
終
え
て
当
地
を
去
る
に
あ
た
り
、「
日
本
の

人
々
は
、
日
本
全
権
団
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
真
心
か
ら
の
待
遇

を
受
け
た
こ
と
を
喜
び
と
す
る
だ
ろ
う
、
ま
た
、
こ
の
真
心
は
将
来

の
日
米
間
の
友
好
関
係
を
予
兆
す
る
も
の
だ
と
感
じ
る
」
と
語
っ
た

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。本
年
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
に
際
し
、

日
本
の
被
災
者
と
被
害
に
思
い
を
寄
せ
る
実
に
多
く
の
方
々
か
ら
、

お
見
舞
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
義
捐
金
が
当
館
に
寄
せ
ら
れ
た
。
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
示
さ
れ
た
こ
の
真
心
と
友

情
を
、
将
来
の
日
米
友
好
関
係
の
更
な
る
増
進
に
確
実
に
繋
げ
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
■




